                              2003 　Tour　De　Yakiniku
（日程）

  2003年４月６日（日） 天候：快晴・風著しく強し                                             

（テーマ）  ８２．９km（やきにく）、死闘を繰り広げたのち焼肉を囲んで友情の再構築を図る。

（参加者）  畠田さん、熊野さん、平野さん、江畑さん、益原（記）   計５名 （康司君、焼肉バトルより参戦）  

      ＜一番楽しみにしていたマサは案内メールの読解不足のため泣く泣く欠場＞     以下＜ ＞コメント畠田 

（記録）   

  プロローグ 今日が私マチョハラにとってＮＳＡでの初陣である。朝5:30、武者震いと共に目覚める。前日までの激闘で緩んだクリート(＊1)やワイヤーを調整し２０分ほど入念にストレッチを行う。この日のために昨日購入したCANPANYOROの真新しいウェアに身を包み静かに闘志を燃やす。今日はどんな強敵（＊2）と出会うのか。愛車merak(＊3)にまたがり外に出ると桜の花びら交じりの強風が吹き付ける。「今日は荒れるぜ…」

      (＊1)ペダルと靴を接合する恐ろしい道具。(＊2)「強敵」と書いて「とも」と読む。(＊3)イタリアのDEROSA社

      製のロードバイク。2000年世界選手権を制した。もちろんマチョハラが制した訳ではない。

  8:30 決戦前 8:30、畠田さん(以下「ジミー選手」)宅に集合。気合が入り過ぎ8:10頃到着する。もちろん一番乗り。悪くない気分だ。ジミー選手に笑顔で出迎えられる。しかしその鋭い眼光が「お前のようなヒヨっ子には負けんぞ」と言っているように思えてならない。手強い…！さっそくジミー選手自慢のウェポンの数々を拝見することにする。ALPS社製のランドナー(＊4)、真新しい黄色いミニベロバイク、ご子息の赤いきれいなルイガノ…むう…どれも逸品ばかりだ。merak着たきりスズメ状態のマチョハラ、早くも圧倒される。「この漢(＊5)に勝てるのだろうか…」

    続いて平野氏(以下「賢」)登場。なかなかの男前だ。ロンドンブーツの片割れに似ている。青いGARYFISHERのマウンテンバイクにまたがる姿は格好良すぎる。憎い…！この漢にだきゃぁ負けられん。闘志を新たにする。しかし話してみると大変な好青年。敵として出会わなければいい友となれたであろうなどと思っていると、賢「マチョハラさん、えらい古いレーパン(＊6)っすね～。」昨日買ったのっ！やはりこの漢、倒さねばなるまい。

    熊野さん（以下クマノ選手）到着。クマノ選手と会うのは2度目だ。端正な顔立ちにソフトな物腰。大変な紳士だ。しかも今日のために、マチョハラもお世話になっている阿佐ヶ谷のF商会でニューウェポンを購入されたとのこと。楽しみである。どんなバイクであろうか。んな！？青いTREK！？(＊7)や…殺る気、いや、やる気だ…！クールな表情の下で「今日のマイヨジョーヌ(＊8)はボクのものだよ～」と言っているように思えてならない。手強い…！

    最後に江畑氏(以下「エバ」)登場。愛車はSCHWINNのマウンテンバイク。いいセンスだ。どちらかといえば洒落たイメージのブランドだが、本人は対照的にラグビーで鍛え上げたタフで屈強そうな漢だ。優し気な眼差しはあふれる闘志をカモフラージュするためのものか。手強い…！見るとヘルメットもキャップもかぶらず、やおら手ぬぐいを頭に装着し始める。SCHWINNのバイクに手ぬぐい…手強い。別の意味で。

      (＊4)ジミー選手いわく「自転車の王様」。全ての長所を兼ね備える万能自転車。水陸両用ではない。念のため。

      (＊5)「漢」と書いて「おとこ」と読む。(＊6)レーサーパンツの略語。ピチピチの上、下着をはかずに身に着ける

      ため、それはもう（以下自主規制）。(＊7)ツールドフランス4連覇中のランスアームストロングが駆るのが

      青いTREK。(＊8)ツールドフランスでトップを走る選手のみ着用が許されるリーダージャージ。しかし普通の

      チャリ屋にも売ってたりする。うっかり着用しようものならそこら中のロード乗りに目の敵にされるので要注意。

  8:45 心理戦 補給食を調達に近くのセブンイレブンへ。戦いはもう始まっている。ここで心理的なダメージを受けたものが沈んでいくのだ。皆、緊張感をみなぎらせ補給食を選ぶ。長距離エンデューロにおいてはハンガーノック(＊9)が怖い。ツールでも多くの強豪が補給ミスで敗れ去っていった。消化吸収に優れコンパクトなものを選びこまめに補給するのが鉄則だ。強敵たちに遅れをとってはならない。シリアルブロック、プロテインバー、ミニ羊かん…よし、ぬかりはない。強敵たちの動向が気になり周りを見渡すと、麺類を物色するジミー選手が。麺は吸収がよい。さすがだ。クマノ選手は、ほう、回復の早いチョコレートか。賢はいつの間にやらアミノバイタルなど入手している。こしゃくな。強敵たちも着々と準備を進めているな。手強い。そうそう、あと一人いたな。ふとレジを見ると

  エバ、巨大カツ丼定食を笑顔でお買い上げ。← ＜ヤヤよ、ここ読まない方がいいぞ＞
  「な！？カ…カツ丼！？」自転車競技のセオリーを根底から覆すエバの補給食に早くも心理的ダメージを受けるマチョハラ。こやつ本気なのか…それとも心理戦を挑んでいるのか…いずれにせよカツ丼の行く末見届けねばなるまい。ショックのあまり瞳孔が開きかけているマチョハラを嘲笑うように、コンビニを出るやいなや厚切りカツサンドを豪快に食らうエバ。むう…やはり最後に倒すべきはこの男なのか。波乱のスタートは目の前だ！

      (＊9)腹が減って力がでないこと。ガス欠。＜山用語ではシャリばて＞
  9:00 逆風 5人揃ってスタートを切る。それにしても桜が美しい。多摩サイ(＊10)はこの時期本当に桜が見頃だ。1年のうちでも今日がBESTではないだろうか。これからの激闘を束の間忘れさせてくれる。レース序盤は静かな展開。ジミ「おいマッチョ！みんなついてこれんからペース落とせや」先は長い。体力は温存せねば。ペースダウンすると、すかさず独走態勢に入るジミー選手。うぬ…！計ったな！しかしジミー選手はやはり速い。単純な速度比べならこのマチョハラ遅れをとらぬが、様々な路面状況、刻々と変わる風向き、そして人の流れ、全てを計算に入れた走りはやはりジミー選手にかなわない。ベテランの味と言えよう。加えてランドナーの走行特性。試乗させてもらったところ極めて乗り心地が良い。クロモリ素材(＊11)のフレームは硬いアルミと違い、振動吸収性に優れる。まるでじゅうたんの上を走っているかのような乗り心地だ。正しくエンデューロ向きのグッドチョイス。やはり優勝候補筆頭はジミー選手か。    横を見ると、クマノ選手の力強いペダリングが目に入る。スーツ姿では分からなかったが素晴らしい筋肉をしている。大きな体を利して、回すのではなく大地を踏み抜くような豪快なペダリング。こ…これはやはり手強い。このマチョハラついていけるのだろうか。しかしよく見ると一向に前に進んでいない。踏めども踏めども前進しない、そんな感じだ。なるほど、逆風の下ではマウンテンバイクの直立したポジションと巨大な体躯が災いし、推進力が弱まるのか。クマノ選手、前半は苦しみそうだ。クマノ選手に限らず、この逆風、容赦なく選手の体力を奪っていく。前半戦はさながら我慢比べの様相を呈し始めた。先はまだ長い。＜ここでドロップハンドルのマッチョとぼくが俄然有利となる＞
      (＊10)多摩川サイクリングロードの略語。(＊11)クロームモリブデンの略語。平たく言うなら「鉄」。

10:00 肉欲 多摩サイ名物・バーベキューゾーンに差し掛かる。そこかしこで花見客がバーベキューテーブルを囲んでいる。ある意味ここは大変な難所といえるかもしれない。肉の香りは人をケダモノへと変える。賢「いっちょそこらのバーベキュー襲って肉食い逃げしますか。」目がマジである。マチョ「それはいかがなものかと。」賢「大丈夫ッスよ。オレら自転車で逃げ足速いし。」そういう問題ではない。その時背後からただならぬ気配が。額に「肉」の文字を浮かべて、半ば獣人と化しているエバの姿が…。このレース無事に終わってくれるとよいが。

11:30 暗転 先ほどから感じていた嫌な予感が最悪の形で的中した。落車だ！先頭を引くジミー選手が、崩れるように前にのめる。どうやら補給用のボトルを落しそれに乗り上げたようだ。一度は踏ん張ったもののこらえきれず、頭から落ちる。しかしそこは柔道でならした体さばき＜金鷲旗出場経験あり＞。鮮やかな受身だ。ゴン！しかし頭は打ったようだ。などとのんきな事言ってる場合じゃない！みんなレースを中断し慌ててジミー選手に駆け寄る。幸いスピードが遅かった事、いったん踏ん張ってから落ちた事から、大事に至らず一同ホッと胸をなで下ろす。それにしても百戦錬磨のジミー選手でも落車するという事実。やはり自転車は危険を伴うと認識せざるを得ない。自転車企画では今後ヘルメット着用を義務づけようということで一同同意する。しかしキノコ星人(＊11)みたいになる事を嫌いますます女性が参加しにくくなるなぁ、と内心心配するマチョハラであった。＜しかし熊野みたいにこれがかっこいいのでまず一番に買った、という人もいる。ちなみにアメリカで被ってなくてポリ公に怒られたことがある＞
      (＊11)自転車のヘルメットをかぶるとたいがいの人がキノコ星人かパーマン1号のようになる。

  13:00 休戦 約41kmの折り返し地点へ到着。ちょうど羽村の堰付近で、絶好の花見ポイントらしくおお賑わい。ここで補給タイム。さすがジミーはあくまでも自然志向、花見の陣取り合戦のような賑やかな所を嫌いじっくり周囲を見渡し対岸に行けの指示。大賑わいの人ごみから離れ草原の桜の木の下を確保、雲ひとつない青空、静かな水面とあいまって、およそこの世のものと思えない春らしき桜を楽しむ。41kmもの間激闘を繰り広げた我々選手たちを癒してくれるかのようだ。

    ジミー選手が黄色いボンベを持ち出し湯を沸かす。ねぎの原料（？）＜違う、原種。ノビルというもの＞の草を見つけみんなに配るなど、さすがアウトドアを極めている。敵ながら頼もしく思ったりする。ジミーが黄色のボンベを賢の眼前に出し、へへーんという。緑は駄目だとみんなに痛罵されている。なんでだろう。とにかく緑色のボンベはやばいらしい。勉強になった＜理由もわからないのに勉強になるなよ、おまえ＞。そのジミー選手、下ネタを盛んに飛ばしみんなの食欲を奪う作戦に出る。ジミ「そのビーフジャーキー、○○の○○のようやな～。」エバ「そのくらいじゃぁ私は少しも参りませんよ。」少しは参らんかい。そう念じるマチョハラを尻目にエバ、ニッコリ笑ってカツ丼完食。やはりカツ丼はハッタリじゃなかったのか。恐るべし。

    巨大魚肉ソーセージを強敵の一人である賢と分け合うことになる。こういうのもいいものだ。すると賢が見慣れないナイフを取り出しソーセージを器用に分ける。「それは十得ナイフ(＊12)ですか？」と聞こうとしたら、ジミー選手が「おー、ビクトリノクスのチャンプやんか～。」と解説を入れる。十得ナイフじゃなかったのか。あやうくかかないでいい恥をかくところであった。＜ビクトリノクスの多機能ナイフの最高峰。ぼくもこれ持っていたが、ペルーに行ったとき一緒に行った仲間にみせびらかして自慢していて、忘れて帰った・・とほほ＞
    休養も十分とれた。後半戦に備えみんな気合を入れ直す。

      (＊12)缶切りやらコルク抜きやらついた便利なナイフを人は昔こう呼んだ。「十回得する十得ナイフ」。＜藤さんはこう呼ぶに相応しい柄が鹿の角でできた（風な）古臭い（失礼！）ナイフを持っている＞
  14:00 順風 後半スタート。追風を背に受け先頭を走るエバ。逆風の中苦しんだ前半と違い、アベレージが10km／h程上がっている。エバ、いいフォームで乗れている。力強くぐいぐいと前へ進む。持ち前のパワーと運動センスがここに来て本格化し始めたようだ。こうなると手ぬぐいも粋に見えてくる。フィアンセのややさんにも是非見せたいものだ、など優しい気分になる。いかん、この漢は今日倒さねばならぬのだ。その時後方より豪快にアタックをかける選手が！クマノ選手だ。速い速い。逆風では不利に働いたアップライトポジションと大きな体躯が今度はクマノ選手を後押しする。風を背に怒涛の進撃開始だ。まるで大型クルーザーのよう。しまった…後半は焼肉タイムが近づき目に見えてモチベーションが上がっているエバマークと決め込んでいたのだが…不覚…！さらにクマノ選手を風除けにチャッカリと体力を温存するジミー選手の姿が。年長組二人、やはり侮れない！

  15:00 襲撃 レースもいよいよ大詰めだ。疲労もピークに達しようとしている。こういう時は桜を見るに限る。美しい。この美しさのためなら死ねる…。柄にもなくセンチメンタルな気分に浸っていると、右手から

  ひゃっほ～～～い！！ヒーーーーーハーーーーーー！  ＜辛いものでも食ったか？＞
  な！？出たなインディアン！駅馬車は渡さんぞ！取り乱すマチョハラ。違う。我にかえりよくよく見ると、賢だ。コースを大きくはずれ、道なき道を明日なき暴走中。石やら何やら落ちている草むらをよくあれだけ走れるものだ。リジッドバイク(＊13)しか経験のないマチョハラには信じられない光景だ。しかし賢は気持ちよさそうだ。口が半開きでまさに恍惚の表情。桜に浸る気分を台無しにされ本来怒るところだが、この表情に免じて許すことにする。

      (＊13)前後ともサスペンションのないバイク。速く走るのに適しているが長距離乗るとお尻が死ぬ。

  16:40 大団円 ゴールが近づく。既に頭の中は真っ白だ。強敵たちは…いやもはや「敵」ではない。これだけの長い距離、苦しみを分かち合った「仲間」だ。連帯感が芽生え始める。互いに声を掛け励ましあいながらゴールを目指す。勝者は…そうゴールしたみんなが勝者だ。16:40、全員無事ゴール！ランニングタイム：往路4時間　復路2時間40分。距離82.9km。

    戦いの汗を流すべくジミー選手宅近くの銭湯へ＜高島屋（通称タマタカ）の前を野郎５人が銭湯行く姿は誠にもって粋である。賢が多いに喜んでいた＞。友情で固く結ばれた5人、輪になって背中を流し合う。ような光景はさすがに見られないものの、和やかな雰囲気だ。風呂から上がると、日本代表のユニフォームを着たエバが。そうか、この漢、代表選手だったのか。どうりで手強いわけだ。納得。＜銭湯でチャリ屋からマッチョに電話が入り、昨日買ったシャツは女性用でしたので交換します、と。大笑い！体格のいいマッチョがなぜ着れた？   そうかぁ（考えてみよ）＞
  18:00 狂宴 一同ハラをすかして二子玉川の牛鉄へ。行くと宴の準備が整っていた。大変な人気店のようで、店内は既に満員だ。ジミー選手のセッティングなしでは肉にありつけなかったであろう。改めてジミー選手に感謝する。ここでジミー選手のご子息・康司君が合流。大変素直でりりしく、素晴らしい少年だ。スポーツ万能・頭も良く、さぞ女子にもてるであろう。憎い…！違う。聞くところによるとマラソンの世田谷チャンピオンで親子アクアスロンでも優勝したというフィジカルエリート。このマチョハラ、丹下段平(＊14)となり、この少年を世界に連れて行きたい、そんな衝動にかられるが、確実に嫌がられるだろうからやめておく。

    レース中の苦しみは霧散し皆焼肉に興じている。心底楽しく思う。ジミー選手、要領よく注文していく。中落ちカルビが大変うまい。塩で食べる焼肉がこんなにうまいとは知らなかった＜肉は塩が一番。いい悪いがよくわかるしタレでごまかされず肉本来の味が楽しめる＞エバ「ネギ舌一つ追加！」マチョ「こっちもネギ舌ね。」マチョ「ユッケ一つ。」エバ「いやユッケ２つで。」エバ「小ライス一つ！」マチョ「小ライスこっちにも！」火花を散らしあう二人。ほほう、エバのやつ、「三鷹のカルビ爆撃機」の異名を持つこのマチョハラに焼肉勝負を挑もうというのか…なんとも命知らずの奴よ。よかろう。もはや容赦はせん！＜マッチョは馬鹿だ、最初はダイエットのつもりだろうが小ライスを注文、我慢できずにもう一杯、さらにもう一杯・・最初からでかいの頼んどけ＞
  エバ「納豆ユッケ！」(究極のケダモ…いや漢のメニュー)「なな！？ま…参りましたぁ！！」あえなく勝負あり。この漢に何度屈したことであろうか…。次回の雪辱を誓うマチョハラだった。

    焼肉で満足した胃袋を抱えつつ、ジミー選手行き付けのバーへ。大変雰囲気のある店だ。年齢的に厳しいメンバーが若干1名いるが＜ここはウルトラマンやディズニーのジャズもある。かって学校日記に父さんとジャズバーに行った、と書こうとしたので、父さんと音楽の聴けるお店に行ったと書き直させた。親の勘は大切だ。自分の部屋からでてきて「父さん、昨日行った店ジャズバーっていうんだよね」と聞きにきたのでピンと来た。今ごろ少年院へ送られていたかもしれない・＞。顔的に厳しいマチョハラもいることだしこの際大丈夫であろう＜大丈夫、康司は２度目だ・・そういう問題やない＞。それにしてもジミー選手の堂々とした立ち居振舞いはどうだ。二子玉の夜の顔役といったところか＜浴衣や着物で徘徊するので高島屋でも有名でっせ＞。クマノ選手とボクシング談義に花を咲かす。クールなイメージな方だがやはりファイターなのだな、と認識する。エバ＆賢に平成10年入社の仲間に認定してもらう。暫定平成10年入社か。悪くないな。楽しい時間はあっという間だ。狂宴も幕を閉じる。

      (＊14)その昔矢吹丈というボクサーを世界へ連れていった名伯楽。

  22:00 別れ ＮＳＡでの初陣がこれほど充実したものになろうとは。この企画是非来年も参加したいものだ＜次はツールド野菜（83.1km）、さらにツールド豆腐（102km）だ！・・誰も参加しないだろう・・いやエバが無理矢理ヤヤに参加させられるか？＞クールに見えて熱いクマノ選手、いじりがいのあるナイスキャラのエバ＆賢。そしてジミー選手。ジミー選手の仕切りなしに昼間の激闘も夜の楽しい宴会もなかっただろう。皆さんに感謝しつつ二子玉を後にするマチョハラであった。

  ＜身体駆使して自力推進、体力使ってへばっても、いつも笑顔がそこにある、それは 心が楽しいからだ！！＞ 
                                                                                                    以上

